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編
集
後
記
『
比
較
文
明
研
究
』
第
十
七
号
を
無
事
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
論
文
十
本
（
日
本
語
論
文
五
本
、
英
語
論
文
四
本
、
仏
語
論
文
一
本
）、
英
文
研
究
ノ
ー
ト
一
本
、
書
評
一
本
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
中
、
貴
重
な
論
考
を
ご
執
筆
下
さ
い
ま
し
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
語
論
文
は
、
染
谷
臣
道
客
員
教
授
の
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
言
語
文
化
を
手
が
か
り
と
し
て
展
開
さ
れ
た
比
較
文
明
研
究
、
大
橋
照
枝
客
員
教
授
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
）
の
視
点
か
ら
行
っ
た
ブ
ー
タ
ン
と
ラ
ダ
ッ
ク
の
比
較
研
究
、
欠
端
實
客
員
教
授
の
雲
南
省
ダ
イ
族
と
日
本
の
比
較
文
化
研
究
、
松
本
亜
沙
子
客
員
教
授
の
木
下
熊
雄
研
究
の
第
二
論
文
、
岩
澤
知
子
研
究
員
の
異
文
化
理
解
を
め
ぐ
る
日
米
の
比
較
分
析
で
す
。
英
語
論
文
は
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
六
月
二
十
五
日
に
、
比
文
研
と
地
球
シ
ス
テ
ム
・
倫
理
学
会
が
共
催
し
た
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
地
球
倫
理
を
求
め
て
｜
覇
権
主
義
の
終
焉
」
の
成
果
で
あ
る
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
教
授
と
マ
イ
ケ
ル
・
パ
レ
ン
シ
ア＝
ロ
ス
教
授
の
論
文
二
本
、
ま
た
、
十
一
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
、
比
文
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
辛
亥
革
命
一
〇
〇
年
と
日
本
」
の
成
果
で
あ
る
、
松
本
健
一
セ
ン
タ
ー
長
の
論
文
一
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
の
バ
ン
バ
ン
教
授
と
ナ
デ
ィ
ア
教
授
に
よ
る
、
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
関
係
を
論
じ
た
共
著
論
文
で
す
。
仏
語
論
文
は
、
服
部
英
二
客
員
教
授
が
全
国
日
本
学
士
会
の
会
報
『A
C
A
D
E
M
IA
』（N
o.
128
）
に
「
新
し
い
地
球
倫
理
を
問
う
」
と
い
う
題
で
発
表
さ
れ
た
論
文
の
仏
語
訳
で
す
。
英
文
研
究
ノ
ー
ト
は
、
国
際
比
較
文
明
学
会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
た
ウ
ォ
レ
ス
・
グ
レ
イ
博
士
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
書
評
は
、
所
功
客
員
教
授
に
よ
る
『
人
間
昭
和
天
皇
』
の
成
立
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
た
書
評
で
す
。
本
年
度
も
貴
重
な
研
究
成
果
を
『
比
較
文
明
研
究
』
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
立
木
教
夫
）
一
二
一
